
 

 

再評価結果（平成 23 年度事業継続箇所） 

 
                                担 当 課：道路局 国道・防災課 
                                担当課長名：三浦 真紀      

 

事業名 

 一般国道１９６号 今治
いまばり

道路
ど う ろ

事業

区分

 

一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

四国地方整備局 

起終点  自： 愛媛県今治市
いまばりし

矢田
や た

 

 至： 愛媛県今治
いまばり

市長沢
しながさわ

延長  

10.3km

事業概要  

一般国道196号は、松山市を起点とし、今治市を経て、西条市小松町に至る全長約70ｋｍの幹線道路であ

るとともに、通勤等日常生活を支える生活道路としての役割をもつ重要な路線である。 

今治道路（今治IC～今治湯ノ浦IC：延長10.3km）は、高規格幹線道路網を構成する一般国道の自動車専用

道路である「今治小松自動車道」の一部であり、瀬戸内しまなみ海道及び四国縦貫自動車道と一体となり、

産業・文化などの分野における地域間の交流を促し、地域の活性化を図ることを目的として計画された道路

である。 

Ｈ13年度事業化 Ｈ3年度都市計画決定 Ｈ15年度用地買収着手  

全体事業費 約670億円 事業進捗率 17％ 供用済延長 0km

計画交通量 12,200～12,800台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  費用対効果 

分析結果 (事業全体)  １．０ 

 

(残 事 業)  １．４ 

       375/505億円

 事 業 費：359/488億円 

 維持管理費： 16/ 16億円 

       510/510億円 

 走行時間短縮便益： 444/444億円 

 走行経費減少便益： 45/ 45億円 

 交通事故減少便益：  21/ 21億円 

 平成22年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 

（残事業） 交通量変動 ：B/C＝1.5（交通量+10%）   B/C＝1.2（交通量-10%） 

事業費変動 ：B/C＝1.2（事業費+10%）   B/C＝1.5（事業費-10%） 

事業期間変動：B/C＝1.3（事業期間+10%）  B/C＝1.4（事業期間-10%） 

事業の効果等  
①円滑なモビリティの確保 

・現道等の時間損失の削減が見込まれる。 

・並行区間で運行する高速バスの高速性・定時性が向上 

・松山空港（第二種空港）へのアクセス向上（今治市役所～松山空港）により広域交流を支援 

②物流効率化の支援 

・東予インダストリアルパークへのアクセス向上（東予インダストリアルパーク～今治港） 

・収穫量全国トップクラスの海面養殖やみかん・キウイ等の大都市圏への流通利便性の向上が見込まれる。（

いよ小松JCT～広島中央卸売市場） 

③国土・地域ネットワークの構築 

・拠点都市間を高規格幹線道路で連絡 

・日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡が見込まれる。（今治市～西条市） 

④個性ある地域の形成 

・今治新都市開発整備事業を支援し地域の活性化に貢献 

・本州方面から今治市、四国全域への新たな観光客の訪問に繋がり観光産業に寄与 

⑤安全で安心できるくらしの確保 

・三次医療施設へのアクセス向上（三次医療施設（愛媛大学附属病院）～今治市） 

⑥災害への備え 

・高規格道路による第一次緊急輸送道路ネットワークが形成され、しまなみ海道から山陽道の高速ネットワー

クを迂回ルートとして活用可能 

・並行する本四連絡道路の代替路として、本州からの救援ルートの信頼性並びに速達性向上に寄与 

⑦地球環境の保全 

・CO2 排出削減が見込まれる。 



 

 

⑧生活環境の改善・保全 

・NOX、SPM排出量の削減が見込まれる 

・騒音レベルが昼間の環境基準を超過している現道で、環境基準を下回ることが期待 

⑨その他 

・近隣市からの救急搬送の支援が見込まれる。（西条市から今治市への救急搬送時間の短縮） 

関係する地方公共団体等の意見  
地域から頂いた主な意見等： 

・周辺の自治体などから、本事業の整備促進について、積極的な要望活動が続けられている。 

県知事の意見： 

・事業継続について、異議ありません。 

事業評価監視委員会の意見  

「事業継続」とする事業者の判断は「妥当」である。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

（周辺道路の整備状況） 

・平成11年７月 今治小松自動車道 東予丹原IC～いよ小松JCT 供用開始 

・平成13年７月 今治小松自動車道 今治湯ノ浦IC～東予丹原IC 供用開始 

・平成16年４月 (県)岩城弓削線／生名橋 事業化 

・平成18年４月 しまなみ海道 大島道路(大島北IC～大島南IC)及び生口島道路(生口島北IC～生口島南IC) 

暫定２車線供用開始（しまなみ海道全通） 

・平成20年６月 (都)市道矢田高橋線 部分供用開始 

・平成21年３月 (県)今治丹原線 供用開始 

（その他） 

・平成14年   東予インダストリアルパークの中小企業向け区画完工 

・平成18年９月 今治新都市第１地区分譲受付開始 

・平成18年10月 今治新都市第２地区分譲受付開始 

・平成19年   今治小松道路での料金割引社会実験開始（ETC通勤割引（8月～）、ETC深夜割引（9月～））

・平成21年３月 土日祝日上限1000円［普通車・軽自動車等］の社会実験開始 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

今治朝倉IC（仮称）～今治湯ノ浦ICの用地取得は９９％、事業進捗率は１７％（平成21年度末） 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

今治朝倉IC～今治湯ノ浦IC区間の用地買収が約99%であり、早期の供用を目指し事業を推進 

施設の構造や工法の変更等  

基準値を確保した縦断計画の変更により土量の削減、函渠延長の減少によってコスト縮減を図る。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

以上の事業効果及びコスト縮減等の内容、事業評価監視委員会における審議、知事等の意見を踏まえると、事

業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

今治道路 L=10.3 ㎞

今治小松自動車道 L=23.3 ㎞

今治小松道路 L=13.0 ㎞ 
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至 松山市 


